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１　令和５年度の実績

（１）事業実績

（２）管理経費 （単位：千円）

管理運営評価シート（令和５年度）

施設名称 あらかわ病児保育センター 評価対象年度 令和 年度

指定管理者名
学校法人北都健勝学園 社会福祉法人真心福祉会共同

事業体 代表法人 学校法人北都健勝学園
所管課 こども

指定期間 令和２年４月１日～令和７年３月31日（５年間） 評価者（課長） 山田　昌実

利用実績
<定員４名＞

利用者登録数 261名　　総利用者数 359名　隔離室利用数 132名

サービス向上の
取組

両法人の強みを活かし、開園日全日専門職の不足なく利用者の要望に応え、病児のケア向
上に努めた。

区分
前々年度 前年度 当該年度

合計 備考
（３年度） （４年度） （５年度）

収
入

指定管理料 14,804 15,035 15,275

事業収入 0

45,114 基本協定額： 75,044 千円

利用料金 0 0 0 0

0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

収入合計　① 14,804 15,035 15,275 45,114

支
出

人件費 10,296 10,742 10,798 31,836

事務費 0 0 0

福利厚生費 33 34 53 120

0

管理費 1,493 1,701 1,670 4,864

水道光熱費 443 468 425 1,336

修繕料 70 220 180 470

使用料・リース料 164 164 178 506

手数料・保険料 55 114 183 352

委託料 761 735 704 2,200

事業費 280 373 422 1,075

自主事業経費 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

支出合計　② 12,102 12,850 12,943 37,895

収支差額（①－②） 2,701 2,185 2,332 7,219



２　共通評価項目

自
己
評
価

所
管
評
価

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

- -

- -

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

△ △

○ ○

（記入者）自己評価…指定管理者　所管評価…施設担当課

評価項目 判断基準
備考

（◎、△、×のときは評価内容、その他
特記事項があれば記入）

公の施設の平等な
利用の確保

事業内容等は、一部の市民や団体に対して、不当に
利用を制限又は優遇するものではない。

社会的弱者の公平利用について、配慮されている。

情報公開、個人情
報保護の取組

情報公開、個人情報保護に係る措置が適切に講じら
れている。（書類の保管、社員への周知等）

情報公開、個人情報保護について、内部規約の整備
や実施基準等が考慮されている。

従業員の労働条件
など法令遵守によ
る管理運営

適切な労働条件や運営体制が確保されている。

関係する法律、条例等を理解し遵守している。

業務仕様書の水準
を満たしたサービ
スの提供

公の施設の管理運営にふさわしい理念やコンプライ
アンスの取組等、透明性の高い運営を行っている。

施設の設置目的を理解し、仕様書に指定された業務
を実施している。

創意工夫による
サービス向上と自
主的な経営努力

サービス向上のための取組を行っている。

利用者の要望や意見を把握し、その対応方法が明確
になっている。

施設やサービスの利用促進・拡大を図るため、適切な
広報や的確な手法を行っている。

自主事業の実施方針及び内容は施設の設置目的を
果たすものとなっており、効果的に実施されている。

経営努力による経
費縮減の取組

安全な管理体制及び事業実施に対して、適切な収支
決算となっている。

縮減の取組がサービス低下につながらず、バランス
が図られた事業内容となっている。

管理効率化等による余剰分を新たなサービス展開に
よる施設効用の拡大につなげている。

新たな収入の創出等、経営の安定化に向けた独自の
取組を行っている。

適正な人員配置や
人材育成の取組

適切な人員や有資格者の配置、勤務体制、労働管理
となっている。

人材育成に対する積極的な取組が講じられており、
職員研修等の人材育成に取り組んでいる。

安定的な財務基盤
による管理運営

指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有し
ている。

事件・事故や利用
者への対応

苦情、事故、トラブルを防止するための具体策や対処
方法は適切である。

利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整
備されている。

地域貢献への取組

市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に
寄与する事業内容である。

市内における専門職者の不足から、市外
（近隣市町村）からの専門職者を採用

地域と連携した事業の実施や、地域活動への参加等
による地域貢献に取り組んでいる。

◎：協定等の内容を超える水準で業務を履行している　○：協定等の内容どおり業務を履行しており適正
△：協定等の内容に対し、一部不履行がある　×：協定等の内容に不履行があり改善の必要がある　－：該当なし



３　業務実施上の課題（指定管理者が記入）

（１）指定管理業務実施上の課題

（２）課題解決に向けた取組

（３）その他

４　全体的な評価

特になし

特になし

①利用者からの主な意見や苦情、対応策

・事前登録用紙について前年度利用者から登録用紙は変更点のみ記入がよい（毎年同じことを記入するのは大変）
　申請書は変更する所だけで1回目の利用時で変更なければそのままコピーがよい等、登録届出書や申請書への要望が
  あった。いずれも村上市からの書類で、統一書式であるため即時の対応困難。
・開所時間・対処時間の延長希望が出ているが、連携医療機関の対応体制が困難であることや職員体制の問題から即時
  対応困難。

②その他

特になし

（１）指定管理者の評価

新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行し制限が緩和したことでの感染リスクの高まりやコロナ禍の自粛期間での免疫機
能の低下などの影響もあり、令和5年度はさまざまな感染症罹患者で病児保育センターの利用件数が大幅に増加した。今後も継
続して、ホームページやニュースレター等の広報活動を通じ、病児保育センターの存在を幅広く発信し、さらなる利用の充実に向
け取り組んでいく必要がある。

（２）施設所管課の評価

自己評価にもあるように、ここ数年間の新型コロナウイルス感染症の影響による利用者の大幅な増加に対応した運営が行われて
おり、また、利用者アンケート等による保護者の評価も高い（満足・やや満足が100％）ことから、適切な管理・運営がされていると
考える。

・利用者　令和３年度　49人　→　令和４年度　217人　→　令和５年度　359人

（３）次年度の管理運営に対する指導事項等（施設所管課）


